
第6章

越谷未来の
　越谷のまちには、子どもたちの笑顔や夢、希望があふれています。

　ここでは、未来の越谷を担っていく子どもたちの思いが詰まった、写真・絵画・作文を紹介します。

産
業
フ
ェ
ス
タ
で

甲
冑
姿
！

蔵屋敷で
ガーヤちゃんと！

リユース展望台
から！

南
越
谷
阿
波
踊
り
に
参
加
！
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ひまわりフェスタで花いっぱい！

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
と
一
緒
に
！

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
ス
テ
ー
ジ
で
ダ
ン
ス
！

田んぼアート
の前で！

みんなで防災キャンプ！

100KOSHIGAYA CITY 60TH AnnIverSArY 



工場見学で勉強中！

チームで力を合わせて勝利！

一糸乱れぬよさこい！

み
ん
な
楽
し
い
市
民
ま
つ
り
！

はしご車の
前でポーズ！

消防音楽隊の
前で披露！
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越ヶ谷小　3年　小林　幸四郎
「�まず日本と中国をまぜました。あと、こしがやしょうもかいて
ロボットもかいて、こしがやをみらいぽくしました」

大沢小　3年　八木橋　那弥
「�越谷市がもっとにぎやかになるように、いちょうの形のロケッ
トやたくさんのシラコバトを描きました。10 年後には今より
もっと楽しい越谷になりたいという思いを込めました」

新方小　2年　岡田　萌生
「�わたしが大好きな、こしがやのふうけいは、リユースです。リ
ユースのまわりの車がロボットや、くもになっていたりリユー
スのまわりが、とかいみたいになっていたらいいと思います」

越ヶ谷小　5年　小林　幸乃
「�未来の越谷駅を想像してみました。花や木が未来にもあった
らいいなと思い、楽しい遊園地と一緒に描きました」

大沢小　6年　牛渡　結香
「�この絵は、10年後の越谷をイメージして空飛ぶ車や高いビル
を書きました。この絵で最も工夫した所は空飛ぶ車をカラフル
にした所です。また遠い車は小さくしました」

絵画集

越谷未来の

　誰にでもある、地域のお気に入りの場所、大好きな風景。
それらは、10年後の未来、

どのようになっているでしょうか。

　ここに載っている作品は、小学生の思いが

たくさん詰まった、10年後の越谷の風景です。
（順不同・敬称略）

大好きな地域の
未来の風景〜 〜
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大袋小　2年
谷内　由奈

「�車と電車が、ち
下をはしれば、
わたしたちが思
いきりあそべる
大きな広場が、
たくさんできま
す」

桜井小　3年　高山　友那
「�筆箱に乗って、自分の好きなことをしながら越谷市を一周して
います。川や建物がたくさんあって、とても楽しいです」

新方小　6年　鈴木　葉瑠
「�中央の木にゴミを入れると、川に流れるきれいな水に変わった
り、車の燃料に変わったり、田んぼに水をふらす雲になったり、
空飛ぶ乗り物のエネルギーになったりします。そんな木が発明
されて、もっと豊かになる越谷をイメージしました」

桜井小　5年　木島　理絵
「�これから先も、この素晴らしい伝統が受けつがれていってほし
いです。未来の越谷にいつまでも残り続けると願っています…」

大袋小　5年　井手　恵美花
「�大袋の自然が残り、まちも発展して欲しいです。車が通る道
を透明ガラスで囲んだところを工夫しました」
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荻島小　5年　松沢　柚杏
「�未来の越谷市に近づけるようにいろいろな建物の色を変えたり
して町をカラフルにしました。そして、季節ごとに風景を変え
たりして、未来を想像しました」

荻島小　3年　加藤　愛
「�この絵は人やガーヤちゃんがうちゅうで遊んだりうかんだりし
ているようすです。みらいではいつでも自由にこし谷からうちゅ
うに遊びにいけるような絵にしました」

蒲生小　2年　猪股　柚子
「�十年ごのわたしのこしがやです。車は、空をとびます。くもの
上もにじの上ものれます。生きものとなかよくなれます。どん
な人でもあそべます」

出羽小　6年　宮脇　清子
「�新しい生物、乗り物たくさんの新しいがあって、だれでも幸せ
になれる町になったよ」

出羽小　3年　平田　心路
「�越谷で有名なチューリップ。10 年後は、チューリップででき
たショッピングモールができたらいいな」
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大相模小　3年　鈴木　紗圭
「�おとうさんがじんじゃのでんきをなおしたことがあるのでかき
たいと思いました。がんばったことはやねの線です」

蒲生小　5年　石﨑　心裕
「�ガーヤちゃんに家ぞくができて、みんなであわおどりをおどる
10年後」

増林小　5年　関根　隆保
「�リユースタワーの上から見た学校の周りは、公園ができたり、
ふん水ができたりして楽しくなりました。増林小からは友だち
の明るい笑い声が聞こえます」

増林小　3年　落合　龍之介
「�学区探検で『いちごタウン』に行きました。10年後の『いち
ごタウン』では、ロボットが水やりやへた集めなどの仕事をし
ているのではないかと思います」

大相模小　4年　戸部　莉亜来
「近所にある、こいのぼり公園の未来のすがたをかきました」
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川柳小　6年　佐々木　琥太郎
「�ぼくは家の近くのレイクタウン前の池をえがきました。早朝に
書きに行ったぼくはさわやかな風にふかれてとても良い気持ち
になりました。この場所をもっとたくさんの人が知れば今より
もっと良い越谷になると思います」

川柳小　3年　金子　莉音
「�越谷市はいちごが名産なので、いちごの列車を描きました。
また、私の大好きな場所は、そのまま残ってほしいという思い
で描きました」

蒲生第二小　3年　川俣　遥
「�私は、近所のお友達と花火をしたときの絵をかきました。色と
りどりの光がお花のようでとてもきれいでした」

南越谷小　5年　中田　泰陽
「�今年のゴールデンウィークに家族でこいのぼりを見に行きまし
た。大きくてかっこいいと思いました。風になびくこいのぼり
を見て空の上の春を感じました」

南越谷小　2年　蓮見　優梨愛
「�ハッピーランドには、おんせんやお花畑があります。川には魚
がいて楽しそうにおよいでいます。みんなハッピーになれます」
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東越谷小　2年　玉置　玲衣
「�レイクタウンのいけで、ふねにのってあそんだり、サーフィン
をすることができ、それをみんなで、たのしんでいます」

蒲生第二小　6年　高瀬　鉄平
「�私はこの絵をかく前、『未来に花はあるか』と考えました。そ
こで未来のまちに花をかき、未来に花が残ってほしい願いを表
しました」

大沢北小　6年　村岡　柚香
「�コシガヤホシクサの野生復帰を願ってかきました。川で遊んだ
り、木にハンモックやブランコがあったり…だれでも自然とふ
れ合える場所があったらいいなと思います」

大沢北小　3年　井上　未悠
「�今年はたん生日だったチューリップフェスタ。10 年後行った
時は私の大好きな水色のチューリップもあるかも」

東越谷小　5年　増山　輝
「�未来の越谷駅はとても派手であざやかなになっているなと思い
ました」
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大袋北小　6年　花島　奈々
「�この絵は、現在の建物などでつくれない物や、越谷に高層タ
ワーができたらいいなと思ってかきました」

大袋北小　6年　土井　穂莉
「�私は、空を飛ぶ不思議なイスに乗って、新しいモノレールや
楽しい遊園地をながめています。笑顔いっぱいな未来の越谷
市を描きました」

北越谷小　1年　田中　美寧
「�いつも見ている家の前の元荒川。10年後には蛍が生息するほ
ど水がきれいで、たくさんの人が遊ぶ川になっています」

蒲生南小　5年　正木　陽和
「�緑はのこして新しいビルや建物がたって車が飛んでいる。川の
水はきれいになりみんなが遊べるようになる」

蒲生南小　3年　吉岡　花音
「�何十年たっても、人や生き物やしぜんがなかよくくらしていけ
るようにイメージしました」
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大袋東小　2年　福田　彩乃
「�川が泳げるくらい綺麗になっていて、みんなが仲良く暮らせる
明るい越谷です」

北越谷小　5年　井沢　ほの香
「�私は 10年後でありながら、あえて場所や遊具を変えていませ
ん。なぜかというと、10年経っても今のままのこりつづけて、
ほしいからです。私は、そうゆう思いをこの絵にたくしました。
この思い、とどくといいです！私の大好きな四丁目公園（かえ
る公園）」

大袋東小　5年　高野　莉央
「�元荒川の桜並木とその上にある東武線の風景が大好きです。
桜並木を大切に保護して十年後も変わらない風景が見られる
ことを願います」

平方小　6年　山口　紗羅
「�越谷市がお花の世界に包まれた絵にしました。お花だけじゃな
くて、カラフルなにじもかき、色を明るくしました。また、み
んなが楽しんでいるような絵にしました」

平方小　2年
六笠　遥希
「�10 年後の越谷
を描きました。
空に浮かぶマン
ションがあった
り、巨人と小人
が一緒に住んで
いたりします」
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弥栄小　6年　清水　愛花
「�10 年後の越谷に、あこがれのタワーがあるといいなと思って
かきました。今も、10年後も、100 年後も、越谷にいるみん
なが笑顔で、平和な越谷をイメージしました」

弥栄小　1年　上神谷　杏夢
「�カラフルな花が咲き、動物も人も宇宙人も一緒に生活できるよ
うな平和な越谷」

宮本小　2年　小髙　紗奈
「�みらいの越谷に動物公園があったらいいなと思って描きました。
動物公園では、動物に乗っても大丈夫。ぞうのしっぽですべったり、
ライオンとおいかけっこをしたりできます。みんななかよしです」

大間野小　6年　斉藤　颯汰
「�この絵は、最近ぼく達が利用している七左第三公園の 10 年
後を予想して書きました。10年後は空にういている公園になっ
ていたらいいなと思って書きました」

大間野小　2年　北村　優芽
「�たのしくてべんりでみどりがあふれる10 年後になってほしい
からです」
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西方小　3年　一柳　美尋
「�未来の越谷は、元荒川が天の川のようにきれいでほうきのむ
りょうタクシーがあり、車がなくてもみんな自由に空をとんで
いどうができます」

宮本小　6年　柏﨑　惺太
「�日本の未来はこんなかんじかなと思いながらかきました。空を
飛んでいる車や、横を向いているビルは、こんなすごい日本に
なってほしいと思ったのでその絵をかきました。そして、なる
べく細かく遠くの物までリアルな絵をかきました。そして、今
ある日本の建物も再現してかきました」

西方小　4年　小久保　奏音
「�昔、ライトアップされていたようだが、電気の省エネ化が進ん
でまた橋がライトアップされたらいいなと思いました」

鷺後小　5年　千葉　日虹
「�虹の信号や越谷の特産物の建物をつくったりして、未来感を
出しました。また、川遊びのできるようなキレイな川になって
ほしいのでザリガニなどを書きました」

鷺後小　3年
栗坪　映瑠
「�私は越谷に流れ
る元荒川の桜並
木が好きで毎年
春になると、お
花見に行きます。
そこに生き物と
人が楽しくくら
せたらいいなと
思いました。す
む場所は桜の木
の上のツリーハ
ウスです」
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明正小　5年　青野　優
「�美季の杜のジャングルジムから見たレイクタウン。緑が成長し、
湖はもっときれいで青くすんでいます。私をおだやかにさせて
くれる、大好きな場所です」

明正小　2年　成瀬　想真
「�僕の大好きな大相模調節池。10 年後は、湖の周りに遊園地
や動物園、プールやキャンプ場があって、カヌーで行き来でき
るといいなと思います」

桜井南小　5年　深野　裕希
「�この絵は、ひさいずじんじゃの、池をかきました。がんばった
のは、水と木の色が同じ『みどり』だったので、すこし色をか
えてみました」

千間台小　6年　山田　陸眞
「�エアコンから想ぞうして未来の飛行機をかき、そこから未来の都
市を想ぞうをふくらませてかき、電車やドローンなどもかきました」

千間台小　3年　平野　瑞季
「�魚たちが、カラフルなサメの船に入って遊びに来ています。船
の中ではテレビを見たり料理を作ったりしています」
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花田小　3年　後上　凛乃
「�だるまのポスト、ねぎの車、たろべえもちのボート、イチゴの
ヘリコプターやタワーなど、越谷のとくさん物を使ったおもし
ろい町に末来の越谷がなってほしいと思ってかきました」

桜井南小　6年　野口　隼志
「�東武スカイツリーラインの駅やホームは、全部ガラス、街の景
色がよく見えるよ。空飛ぶ車や電車は、もちろん自動運転」

城ノ上小　5年　成田　真央
「�私は学校が大好きです。大きくなったら城ノ上小学校の先生
になります。自然がいっぱいのこの風景を10年後、教育実習
生として見たいです」

城ノ上小　3年　屋嘉比　香織
「�未来の越谷の『ネギ公園』をかきました。ネギを食べたりあ
そんだりできます。ネギがもっとすきになります」

花田小　4年　野澤　慧華
「�車は自動運転、排気はお花が出て緑いっぱいになります。
二十になる私はこんな越谷に住みたいです」
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協
力
は
伝
統
へ
と

�

中
央
中
２
年　

戸
井
田　

尚
子

　　

十
年
後
私
は
何
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
今
の
自

分
よ
り
幸
せ
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
疑
問
が
脳
裏
を
横

切
っ
た
。

　

私
が
今
、
夢
見
て
い
る
こ
と
は
、
宝
塚
歌
劇
団
に

関
わ
る
職
に
就
く
こ
と
だ
。
こ
の
夢
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
少
し
前
の
こ
と
。
初
め
て
宝
塚
を
観
に

行
っ
た
時
だ
っ
た
。
音
楽
が
鳴
り
は
じ
め
た
瞬
間
に

タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
達
は
華
麗
に
舞
い
、
キ
ラ
キ
ラ
輝

い
て
い
た
。
私
は
一
瞬
に
し
て
と
り
こ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
宝
塚
に
つ
い
て

多
く
の
こ
と
を
調
べ
た
。
彼
女
達
は
な
ぜ
輝
い
て
い

る
の
か
。
そ
の
答
え
は
彼
女
ら
の
努
力
、
そ
し
て
、

裏
で
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ヌ
達
の
衣
装
を
つ
く
る

衣
装
部
、
ス
タ
ー
を
照
ら
す
照
明
さ
ん
、
ダ
ン
ス
の

の
指
導
を
す
る
振
付
師
の
方
な
ど
、
実
に
た
く
さ
ん

の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
も
と
、
こ
の
劇
は
完
成
し
て

い
る
の
だ
。

　

今
や
日
本
の
娯
楽
と
い
わ
れ
て
い
る
宝
塚
。
百
年

と
い
う
長
い
歴
史
の
中
で
伝
統
が
途
絶
え
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
。
そ
れ
は
み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
実
現
し
た
こ
と
。
私
は
ど
ん
な
小
さ
な
仕
事

で
も
い
い
、
そ
こ
に
携
わ
り
伝
統
を
守
り
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

十
年
後
の
私
へ
。
こ
れ
が
十
四
歳
の
私
が
抱
い
て

い
る
こ
と
だ
。
二
十
四
歳
の
私
の
夢
は
変
わ
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
、
忘
れ
た
く
な
い
こ

と
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
伝
統
を
守
り
続
け
る
こ

と
。
現
在
「
Ａ
Ｉ
」
の
技
術
が
発
展
し
、
人
の
手
が

い
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
日
本
の
文
化
、
伝

統
が
消
え
つ
つ
あ
る
。
そ
ん
な
世
の
中
で
も
守
り
た

い
と
思
う
人
が
一
人
、
二
人
い
る
だ
け
で
伝
統
は
は

る
か
未
来
ま
で
続
く
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
は
身
近

に
あ
る
も
の
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
伝
統
へ
の

第
一
歩
で
は
な
い
の
か
。
そ
う
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

大
好
き
な
越
谷
市

�

中
央
中
３
年　

關　

音
花

　　

「
越
谷
市
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
だ
ろ
う
。
」

　

そ
う
考
え
る
と
た
く
さ
ん
の
良
い
と
こ
ろ
が
見
つ

け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」
な

ど
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
自
然

に
囲
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、「
し
ら

こ
ば
と
運
動
競
技
場
」
と
い
う
大
き
な
競
技
場
も
あ

る
。
そ
し
て
、
家
か
ら
少
し
歩
け
ば
、「
能
楽
堂
」や「
花

田
苑
」
な
ど
伝
統
、
歴
史
に
直
接
触
れ
る
こ
と
も
で

き
る
。
そ
ん
な
活
気
に
あ
ふ
れ
た
越
谷
市
が
十
年
後

ど
の
よ
う
な
風
景
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
考
え

た
だ
け
で
も
わ
く
わ
く
し
て
く
る
。

　

十
年
後
、
私
は
二
十
五
才
に
な
る
。
大
人
に
な
っ

て
も
越
谷
を
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
ら
な

い
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
畑
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
段
々
と

住
宅
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
イ
捨

て
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

続
い
て
し
ま
っ
た
ら
暗
い
空
気
に
な
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
に
は
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
だ

か
ら
私
は
、
ポ
イ
捨
て
を
注
意
し
た
り
、
積
極
的
に

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

越
谷
の
良
い
と
こ
ろ
は
越
谷
に
住
ん
で
い
る
私
た

ち
に
し
か
分
か
ら
な
い
。
二
年
後
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
外
国
人
や
た
く
さ
ん
の
人
が

越
谷
に
も
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、「
越
谷
っ

て
良
い
と
こ
ろ
だ
な
。」
と
思
わ
れ
る
た
め
に
も
、

十
年
後
、
自
然
も
都
市
も
共
存
し
て
い
る
た
め
に
も
、

今
の
私
達
に
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。
全
て
は
、
私
の
大
好
き
な
越
谷
の
た
め
に
。

　
　
　

昔
の
自
分

�

東
中
３
年　

陽
岡　
一
路

　　

十
年
後
の
自
分
。
そ
ん
な
も
の
は
想
像
で
き
ま
せ

ん
。
五
年
前
の
自
分
が
今
の
自
分
を
想
像
で
き
て
い

な
か
っ
た
の
に
、
二
倍
先
の
事
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
無
理
で
す
。
就
き
た
い
仕
事
も
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
か
ら
、
社
会
人
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
自
分

が
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
僕
は
十
年
後
に
大
切
に
し
て
い
て
ほ
し

い
過
去
の
話
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
引
っ
越
し
を
し
て
、
越
谷
に
来
ま
し
た
。
二

年
の
夏
の
こ
と
で
す
。
学
校
も
変
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
僕
は
前
の
学
校
に
入
学
し
た
時
、
当
然
の
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り
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
十
年
後
、
自
分
の
実

力
で
海
外
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
夢
を
叶
え
て
い
た

ら
、
今
し
て
い
る
努
力
が
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
証
明
に
な
る
か
ら
だ
。

　

私
に
は
、
海
外
の
小
さ
な
お
店
で
作
ら
れ
て
い
る

お
い
し
い
物
を
、
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
世
界
中
に
発
信

す
る
と
い
う
夢
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
私
の
家
族
が

全
員
、
料
理
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
国
内
外
問
わ
ず
、
小

さ
い
頃
か
ら
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
機
会
が
多

か
っ
た
た
め
、
世
界
の
料
理
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
海
外
で
働
く
日
本
人
バ
イ
ヤ
ー
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、
か
っ
こ
い
い
な
と
感
じ
た
こ
と
か

ら
海
外
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
夢
が
生
ま
れ
た
。

　

今
私
は
、
こ
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
海
外
の
映

画
を
字
幕
で
見
た
り
、
常
に
家
で
英
語
の
曲
を
聴
い

た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
些
細
な
こ
と
か
ら
努

力
を
重
ね
、
学
校
の
授
業
で
も
手
を
抜
か
ず
、
意
識

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

先
生
と
積
極
的
に
英
語
で
関
わ
る
こ
と
で
、
外
国
語

が
異
文
化
だ
と
い
う
先
入
観
を
な
く
す
よ
う
に
努
力

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
努
力
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
十

年
後
の
自
分
に
は
、
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
活
躍
す
る

と
い
う
こ
と
を
約
束
し
て
ほ
し
い
。

　

し
か
し
、
十
年
の
道
の
り
の
中
で
自
分
自
身
の
人

見
知
り
が
原
因
で
相
手
と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
、
挫
折
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
現
状
が
既
に
分
か
っ

て
い
る
な
ら
ば
、
今
の
う
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
と

関
わ
り
、
一
刻
も
早
く
人
見
知
り
を
直
し
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
人
と
関
わ
る
時
に
、
自
ら
心
を
開
い

て
歩
み
寄
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

　

夢
を
実
現
さ
せ
る
そ
の
日
ま
で
、
進
路
希
望
で
あ

る
料
理
専
攻
の
高
校
や
語
学
の
専
門
学
校
で
今
で
き

よ
う
に
そ
の
学
校
を
卒
業
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
今
、
こ
こ
に
い
る
の
だ
か
ら
、
十
年
先

に
は
何
が
起
き
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
本
気

で
思
い
ま
す
。

　

転
校
し
た
の
は
二
学
期
で
ク
ラ
ス
内
で
の
関
係
性

も
決
ま
っ
て
い
る
中
に
入
る
の
は
、
難
し
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
転
校
し
て
二
ヶ
月
く
ら
い
は
毎
日
が

大
変
だ
っ
た
の
を
し
っ
か
り
覚
え
て
い
ま
す
。
周
り

に
い
る
の
は
知
ら
な
い
人
だ
け
で
、
学
校
の
こ
と
も

ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
不
安
で
し

た
。
学
校
に
行
く
の
が
つ
ら
か
っ
た
時
期
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
投
げ
出
さ
ず
に
学
校
に
行
く
う
ち
に
慣

れ
て
き
て
、
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
投
げ

出
さ
ず
に
学
校
に
行
け
た
の
は
、
何
か
い
い
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
前
向
き
に
捉
え
ら
れ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
つ
ら
い
時
を
乗
り
切
る

方
法
だ
と
嫌
々
学
校
に
通
っ
た
間
に
学
び
ま
し
た
。

学
校
に
行
く
の
が
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
か
ら
、
無
理

に
で
も
そ
う
思
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
は
今
の
自
分
に
と
っ
て
、
自
信
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
自
分
の
い
る
環
境

が
変
わ
っ
て
も
、
大
丈
夫
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
僕
は
来
年
に
は
高
校
生
で
、
知
ら
な
い
事

も
た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
上
手
く
や
れ
る

は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

　

十
年
後
、
自
分
が
何
を
し
て
い
る
の
か
、
今
は
全

く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
経
験
を
自
信
に
し
て

上
手
に
生
き
て
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
十
年
後
の
自
分
に
贈
り
た
い
言
葉

�

東
中
３
年　

齋
藤　

瑠
那

　　

私
は
、十
年
後
の
自
分
へ
「
実
力
は
自
分
が
頑
張
っ

て
努
力
し
た
分
し
か
つ
か
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
贈

る
か
ぎ
り
の
努
力
を
積
み
重
ね
、
そ
の
努
力
に
見

あ
っ
た
実
力
を
つ
け
、
明
る
く
楽
し
い
輝
い
た
十
年

後
を
迎
え
た
い
。
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今
の
私
は
「
今
」
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
て
え
ら
そ
う
に
言
っ
て
い
る

け
れ
ど
、
未
来
の
自
分
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

西
中
３
年　

深
井　

菜
々
子

　　

十
年
後
の
私
、
つ
ま
り
二
十
四
歳
の
私
は
、
ど
の

よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
だ
進
路

は
、
想
像
も
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
本
当
に
想
像
が

つ
か
な
い
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
主
に
三
つ

の
事
を
知
り
た
い
の
で
す
。

　

ま
ず
一
つ
。
「
進
路
は
実
現
し
て
い
ま
す
か
。」
十

年
後
の
私
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
高
校
だ
と
は
思
い

ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
一
年
後
、
始
め
て
自
分
で

選
ん
だ
進
路
で
す
。
も
し
か
し
て
、
今
考
え
て
い
る

所
と
は
違
う
所
で
し
た
か
。
だ
と
し
て
も
、
楽
し
い

高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
私
は
そ
れ

で
十
分
で
す
。

　

二
つ
目
。
「
新
し
い
家
族
が
い
た
り
し
ま
す
か
。
」

お
母
さ
ん
は
そ
れ
く
ら
い
で
結
婚
し
た
の
で
、
あ
り

え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
今
は
な
く
て
も
、
い
つ
か

は
い
る
と
い
い
な
。
料
理
が
多
少
は
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

　

最
後
で
す
。
「
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。
」

正
直
、
一
番
不
安
で
あ
り
期
待
し
て
ま
す
。
自
分
に

合
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
も
そ
も
仕
事
し
て
ま
す
か
。

テ
レ
ビ
に
出
て
る
と
か
は
あ
ま
り
に
非
現
実
的
す
ぎ

る
の
で
、
お
そ
ら
く
無
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
何
を

し
て
い
ま
す
か
。

　

私
は
、
今
よ
り
も
っ
と
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
い
て
ほ
し
い
。
こ
の
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
な
、
と
思
え
る
よ
う
な
私
で
い
て
ほ
し
い
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

西
中
３
年　

藤
井　

茉
白

　　

未
来
の
自
分
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
今
、
十
五

歳
の
私
は
進
路
の
事
で
悩
ん
で
い
る
真
っ
最
中
で

す
。
今
の
将
来
の
夢
は
幼
稚
園
の
先
生
に
な
る
こ
と

で
す
。
も
し
、
未
来
の
私
の
意
志
が
変
わ
っ
て
い
な

い
と
し
た
ら
、
新
米
先
生
と
し
て
日
々
頑
張
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
も
し
か
し
た
ら
、
今

の
私
に
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
違
う
道
に
進
ん

で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
い
ず
れ
に
せ
よ
今
の

私
は
未
来
の
私
を
知
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
け
れ

ど
、
私
ら
し
く
日
々
奮
闘
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

十
五
年
間
生
き
て
き
た
今
の
私
。
こ
の
十
五
年
間

で
作
っ
た
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
小
学
校

の
頃
の
一
番
の
思
い
出
は
林
間
学
校
。
中
学
校
で
の

一
番
の
思
い
出
は
今
の
と
こ
ろ
修
学
旅
行
で
す
。
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
い
る
の
は
七
月
で
す
が
、

た
ぶ
ん
卒
業
す
る
頃
に
は
、
中
学
校
生
活
一
番
の
思

い
出
は
三
年
間
全
部
な
ん
て
言
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
未
来
の
私
は
も
う
二
十
五
歳
。
な
の
で
も

う
ず
っ
と
昔
の
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
二
十
五
歳
だ
っ
た
ら
忙
し
く
て
昔
の
事
を
思
い

出
す
暇
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　

今
の
私
に
と
っ
て
は
、
二
十
五
歳
と
い
っ
た
ら
す

ご
く
大
人
で
、
ま
だ
自
分
に
は
手
の
届
か
な
い
世
界

で
す
。
け
れ
ど
十
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
気
が

つ
い
た
ら
も
う
二
十
五
歳
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
も
う
二
十
五
歳
。
け
れ
ど
ま
だ
二
十
五
歳
。

駆
け
出
し
の
社
会
人
に
と
っ
て
は
微
妙
な
年
齢
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
一
つ
だ
け
今
の
私
に
言
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
過
去
は
戻
っ
て
こ

な
い
」
と
い
う
こ
と
。
今
と
未
来
は
自
分
の
力
で
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
、
過
去
は
変
え
ら
れ

な
い
。
だ
か
ら
未
来
の
私
が
後
悔
し
な
い
よ
う
に
、

も
し
か
し
た
ら
、
思
い
も
よ
ら
な
い
困
難
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
後
悔
し
て
い
な
い
で
ほ
し
い
。

　

三
つ
の
質
問
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な

い
。
で
も
、十
年
後
、今
の
私
を
思
い
出
し
て
大
丈
夫
、

順
調
だ
と
思
え
る
よ
う
に
、
今
せ
め
て
で
き
る
こ
と

を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
未
来
の

私
の
た
め
に
私
な
り
の
方
法
で
努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
、
健
康
に
生
活
し

て
い
ま
す
よ
う
に
。
そ
れ
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

今
の
私
か
ら
未
来
の
自
分
へ

�

南
中
３
年　

髙
﨑　

彩
楓

　

十
年
後
の
私
は
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

未
来
の
私
は
二
十
五
歳
を
む
か
え
て
い
る
頃
で
す

ね
。
順
調
な
ら
ば
、
き
っ
と
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
な
っ
て
何
年
か
経
ち
、
先
輩
と
い
う
立
場
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仕
事
は
楽

し
い
で
す
か
。
私
の
こ
と
だ
か
ら
、
失
敗
ば
か
り
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ま
で
私
は
、
早
く
大
人
に
な
り
た
い
と
考
え
て

き
ま
し
た
が
、
受
験
生
と
い
う
時
季
を
む
か
え
て
、

不
安
し
か
な
い
で
す
。
こ
の
受
験
が
終
わ
っ
て
も
、

三
年
後
に
は
ま
た
受
験
が
あ
り
ま
す
。
未
来
の
私
は

本
当
に
理
想
を
現
実
に
で
き
て
い
ま
す
か
。
今
の
私

に
は
、
限
ら
れ
た
選
択
肢
の
中
か
ら
最
良
の
も
の
を

選
ぶ
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
未
来
の
私
に
は

そ
ん
な
狭
い
生
き
方
を
し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

人
生
の
選
択
肢
を
多
く
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
の
多
く
の
選
択
肢
を
得
る
た
め
に
は
、
今
の
私
が

道
を
切
り
拓
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私

の
未
来
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
私
は
今
自

分
が
で
き
る
全
て
を
全
力
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

116KOSHIGAYA CITY 60TH AnnIverSArY 

802740　越谷市60周年誌_(P114-127_未来の越谷(作文ページ))　再念校.indd   116 2018/10/05   11:19



影
響
を
受
け
た
事
も
あ
る
が
、
な
に
よ
り
も
小
学
校

一
年
生
の
時
か
ら
続
け
て
い
る
剣
道
を
活
か
せ
る
か

ら
だ
ろ
う
。
十
年
後
の
自
分
は
、
今
の
私
が
目
指
す

警
察
官
に
な
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
十
年
後
の
自
分
は
、
な
に
か
悩

ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
辛
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

経
験
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
あ
る
言

葉
だ
け
は
、
忘
れ
な
い
で
い
て
も
ら
い
た
い
。
だ
か

ら
私
は
、
十
年
後
の
自
分
へ
向
け
て
そ
の
言
葉
を
書

き
残
し
て
お
き
た
い
。

　

私
が
書
き
残
し
た
い
言
葉
、
そ
れ
は
山
本
五
十
六

の
男
の
修
行
だ
。

　

苦
し
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

云
い
度
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

不
満
な
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

腹
の
立
つ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

泣
き
た
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
を
じ
っ
と
こ
ら
え
て
ゆ
く
の
が

　

男
の
修
行
で
あ
る
。

　

十
年
後
の
自
分
は
、
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
私

が
目
指
し
た
か
っ
こ
い
い
男
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
い
や
、
ま
だ
道
の
途
中
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
困
難
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な

男
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
十
年
後
の
自
分
に
向
け
て
書
い

て
き
た
が
、
理
想
の
自
分
に
な
る
に
は
、
こ
れ
か
ら

の
高
校
受
験
な
ど
を
含
め
、
今
の
私
が
頑
張
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
十
年
後
の
自
分
に
は
、
私
が
し
っ

か
り
と
理
想
の
男
に
な
る
た
め
の
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
ま

で
待
っ
て
い
て
も
ら
い
た
い
。

す
。
時
に
は
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
そ
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
た
私
は
一
歩
成
長
し
、
大
人
に
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、

「
私
ら
し
さ
」
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

未
来
の
私
に
は
、
十
五
歳
の
私
で
は
見
ら
れ
な
い

世
界
が
広
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
苦
労
し
て
そ

こ
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
正
直
、
諦
め
か
け

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
私
は
前

向
き
に
生
き
て
ほ
し
い
で
す
。
個
性
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。
自
分
自
身
や
、
周
り
の
人
の
こ
と
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
や
り
た
い
こ
と
を
す
る

の
な
ら
、
妥
協
せ
ず
、
努
力
を
し
て
、
そ
の
先
に
見

え
る
景
色
を
、
努
力
し
た
人
に
し
か
見
れ
な
い
景
色

を
見
て
ほ
し
い
で
す
。
今
の
私
は
、
た
く
さ
ん
の
後

悔
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
未
来
の
私
に
は
決
し
て

後
悔
の
な
い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、
私
は
今

自
分
の
未
来
の
た
め
に
一
つ
一
つ
色
々
な
こ
と
を
経

験
し
て
、
よ
り
よ
い
道
を
選
ぶ
た
め
に
、
今
日
も
全

力
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

南
中
３
年　

宮
野　

秀
隆

　

今
か
ら
十
年
後
と
い
う
と
、
私
が
二
十
五
歳
に

な
っ
て
い
る
頃
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
十
年
間
、

す
ご
く
苦
労
す
る
の
か
、
は
た
ま
た
す
ご
い
幸
運
に

恵
ま
れ
て
い
る
の
か
、
正
直
今
の
私
に
は
想
像
も
つ

か
な
い
。
し
か
し
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
今
の
私
は
十
年
後
の
自
分
に
、
た
く
さ
ん

の
困
難
を
乗
り
越
え
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

私
は
今
、
警
察
官
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
私
の
両
親
が
警
察
官
と
い
う
こ
と
で
強
く
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い
生
活
が
送
れ
ま
せ
ん
。
健
康
第
一
で
、
毎
日
笑
顔

で
一
度
き
り
の
人
生
を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
！

　
　
　

未
来
に
願
い
を

�

北
中
３
年　

矢
野　

凪
紗

　　

手
紙
を
読
ん
で
い
る
あ
な
た
は
、
ど
こ
で
な
に
を

し
て
い
ま
す
か
。
仕
事
は
な
に
を
し
て
い
ま
す
か
。

結
婚
は
し
て
い
ま
す
か
。

　

聞
き
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

答
え
は
十
年
後
に
確
か
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

私
は
今
、
一
年
生
か
ら
所
属
し
て
い
た
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
を
引
退
し
、
ち
ょ
う
ど
受
験
勉
強
の
ま
っ
最

中
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
数
学
が
苦
手
な
の
で
、

定
期
テ
ス
ト
で
も
北
辰
テ
ス
ト
で
も
足
を
ひ
っ
ぱ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
未
来
の
私
は
少
し
で
も
数
学
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ら
い
い
な
。

　

十
年
後
の
私
は
社
会
人
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
学
校
生
活
が
終
わ
り
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
生
活
は
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
今
の
私
は
「
人
の
た
め
に
、
人
に

直
接
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
年
後
の
私
も

「
人
を
助
け
た
い
」

こ
の
思
い
を
強
く
思
っ
て
い
る
と
い
い
な
。
そ
し
て
、

「
周
り
に
助
け
ら
れ
て
生
き
て
き
た
」

と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し
い
で

す
。
い
つ
か
あ
な
た
が
誰
か
を
支
え
て
あ
げ
て
下
さ

い
ね
。「
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
思
え
る
仕
事
を
見

つ
け
て
、
自
分
の
長
所
を
の
ば
し
、
誰
か
の
た
め
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
怠
け
る
の
は
絶
対
に
だ
め
で
す

よ
。

　

私
は
今
、
友
達
や
家
族
、
先
生
な
ど
の
大
切
な
人

に
囲
ま
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。
今
が
と
て
も
幸
せ
で

す
。
十
年
後
の
私
に
も
、
大
切
と
思
え
る
人
は
い
ま

　
　
　

二
十
三
歳
の
私
へ

�

北
中
１
年　

松
﨑　

琴
音

　　

十
年
後
、
私
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
今
の
私
の

頃
の
こ
と
、
覚
え
て
い
ま
す
か
。

　

十
三
歳
の
私
か
ら
未
来
の
私
に
伝
え
た
い
こ
と

は
、「
一
度
き
り
の
人
生
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
で
す
。

　

具
体
的
に
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
何
か

楽
し
い
と
思
え
る
も
の
や
熱
中
で
き
る
も
の
を
持
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
私
は
、
中
学
校
に
入
学
し
て
初
め

て
の
夏
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
今
の
私
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
熱
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
時
間
が
と
て
も
楽
し
く
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
二
十
三
歳
の
私
も
、
そ
ん
な
風
に
熱
中
で
き
る

も
の
に
出
会
え
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
自
分
が
就
く
職
業
に
つ
い
て
で
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
子
供
の
笑
顔
の
た
め
に
働
け
る

職
業
に
就
く
こ
と
で
す
。
私
は
二
人
の
い
と
こ
や
年

下
の
子
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
す
。
自
分
が
小
さ
い

頃
に
よ
く
し
て
も
ら
っ
た
人
に
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
未
来
の
私
に
は
ぜ
ひ
子
供
と
関
わ

る
職
業
に
就
い
て
、
子
供
た
ち
を
笑
顔
に
し
て
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
家
族
や
友
人
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。
あ
な
た
が
今
幸
せ
な
ら
、
そ
れ
は
家
族
や
友

人
の
存
在
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
絶
対
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
家
族
や
友
人
の
力
に
な
れ

る
大
人
に
な
れ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

最
後
に
、
今
は
と
て
も
暑
か
っ
た
り
、
台
風
で
大

雨
だ
っ
た
り
と
天
気
が
不
安
定
な
毎
日
で
す
。
十
年

後
は
ど
う
で
す
か
。
さ
ら
に
最
高
気
温
が
上
が
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
健
康
を
第
一
に
考

え
て
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康
で
な
け
れ
ば
楽
し

す
か
。
も
し
い
る
の
な
ら
、
そ
の
人
を
大
事
に
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
人
を
信
じ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
大
事
に
し
た
分
、
信
じ
た
分
、
い
つ
か
自
分

に
返
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

未
来
は
ロ
ボ
ッ
ト
や
電
気
自
動
車
が
実
用
化
さ
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
よ
り
も
便
利
な
生
活
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
変
わ
っ
て
い
く
時
代
、変
わ
っ

て
い
く
自
分
。
そ
の
中
で
私
が
最
も
望
む
こ
と
は
、

「
今
よ
り
ち
ょ
っ
と
で
も
幸
せ
に
暮
ら
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
、
自

分
ら
し
く
真
っ
す
ぐ
に
生
き
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

富
士
中
２
年　

渡
辺　

泰
成

　

十
年
後
、
も
う
す
ぐ
二
十
四
歳
と
な
る
自
分
。
恐

ら
く
も
う
社
会
に
出
始
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ど

の
よ
う
な
職
業
に
つ
い
て
い
ま
す
か
。
今
の
自
分
に

は
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
。
将
来
、
自
分
が
何
を
し
た

い
の
か
、
今
は
考
え
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
一

つ
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
と
て
も
大
変
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
な
た
は
今
、
何
か
し
た
い
こ

と
が
頭
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実

と
し
て
、
そ
の
職
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
だ
と
し
て
も
、
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
大
変
な
こ
と
、
嫌
な
こ
と
な
ど
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
仕
事
を
や
め
た
い
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
は
大
変
な
こ
と

も
、
嫌
な
こ
と
も
全
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
み
て
下
さ
い
。
王
貞
治
さ
ん
の
言
葉
に
こ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
。

も
し
報
わ
れ
な
い
努
力
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は

ま
だ
努
力
と
呼
べ
な
い
。」
今
ま
で
も
努
力
し
て
も

上
手
く
い
か
な
か
っ
た
と
諦
め
て
困
難
か
ら
逃
げ
る
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大
切
な
仲
間
や
友
人
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
は
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
私
か
ら
見
え
る
景
色
は
、

鮮
や
か
に
明
る
く
色
づ
い
て
お
り
ま
す
。
「
受
験
生
」

と
い
う
重
圧
を
抱
え
な
が
ら
も
、
個
性
豊
か
な
学
級

で
過
ご
し
な
が
ら
友
人
と
語
り
合
い
、
先
生
方
や
家

族
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
送
る
毎
日
は
、
き
っ

と
こ
の
先
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
色
褪
せ

る
こ
と
な
く
未
来
の
私
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
の
で

し
ょ
う
。
も
し
、
あ
な
た
が
困
難
な
状
況
に
陥
り
、

現
実
に
対
し
失
望
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

今
ま
で
の
努
力
、
行
動
、
出
会
い
や
別
れ
、
体
験
、

抱
い
た
感
情
な
ど
の
過
去
の
私
の
経
験
は
、
絶
対
に

あ
な
た
を
裏
切
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
た
と
え
ど
の
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
て
も
、
私
と
あ
な
た
は
確
か
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
互
い
に
決
し
て
一
人
で
は
な
い
の
で
す
。
未
来

の
私
へ
よ
り
よ
い
私
自
身
の
道
を
示
し
、
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
の
私
も
本
気
に
な
れ

る
よ
う
な
こ
と
を
求
め
、
日
頃
か
ら
様
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
十
年
後
の
私
の
健
康
や

更
な
る
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま

た
い
つ
か
、
あ
な
た
が
私
を
思
い
出
し
た
と
き
に
、

会
い
ま
し
ょ
う
。

　

十
年
後
の
私
。

　

あ
な
た
は
今
、
幸
せ
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

�

平
成
三
十
年
九
月
二
十
四
日　
　
　
　
　

�
現
在
の
私
よ
り　

の
で
な
く
、
今
ま
で
の
努
力
と
思
っ
て
い
た
も
の
は
、

ま
だ
努
力
と
呼
べ
る
も
の
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と

困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
下
さ
い
。
自
分
も
勉
強
や
部

活
で
様
々
な
困
難
と
直
面
し
て
も
面
と
向
か
っ
て
立

ち
向
か
い
、
目
標
達
成
に
向
け
、「
努
力
」
と
堂
々

と
言
え
る
ほ
ど
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

最
後
に
一
つ
、
約
束
し
て
ほ
し
い
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
他
人
の
た
め
に
何
か
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
が
、
仕
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
何
か

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

仕
事
に
し
て
も
直
接
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
仕
事

か
も
し
れ
な
い
し
、
見
る
人
を
魅
了
す
る
よ
う
な
仕

事
か
も
し
れ
な
い
、
ま
た
、
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で

人
の
役
に
立
っ
て
い
る
仕
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
と
え
ど
ん
な
仕
事
に
つ
い
て
い
る
と
し
て
も
、
あ

な
た
は
自
分
よ
り
他
人
や
世
の
た
め
に
働
い
て
い
て

ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
積
極
的
に

参
加
し
、
他
人
の
た
め
に
率
先
し
て
何
か
を
す
る
。

こ
れ
を
自
分
も
や
っ
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
あ
な
た

に
も
こ
の
約
束
は
守
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

十
年
後
の
私
へ

�

富
士
中
３
年　

種
橋　

萌

　
　

拝
啓

　

鈴
虫
の
音
が
美
し
く
響
い
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
十
年
後
の
私
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
現
在
の
私
は
受
験
生
と
な
り
、
新
た
な
学
び

や
発
見
で
満
ち
溢
れ
た
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。

　

十
年
後
の
私
。
あ
な
た
は
今
、
ど
の
よ
う
な
景
色

を
眺
め
て
い
ま
す
か
？
現
在
の
私
と
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
程
数
多
く
の
出
会
い
、
別
れ
を
繰
り
返
し
体

験
し
続
け
た
末
に
辿
り
着
い
た
未
来
の
居
場
所
に
、
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こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
悩
ん
だ
り
苦
し

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

試
練
を
乗
り
越
え
て
、
力
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
十
年
後
の
私
に
胸
を
張
っ
て
会
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
。
あ
な
た
も
自
分
を
信
じ
て
、

他
人
を
思
い
や
り
、
心
優
し
い
人
で
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

未
来

�

北
陽
中
３
年　

小
野
寺　

恋
々

　　

十
年
後
の
私
た
ち
は
社
会
に
出
て
働
く
人
や
大
学

院
な
ど
の
学
校
で
学
ぶ
人
と
様
々
な
人
が
い
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
自
身
が
将
来
ど
ん
な
仕
事
を

す
る
か
自
分
で
は
ま
だ
想
像
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

今
ま
で
「
こ
ん
な
職
業
に
就
い
て
こ
ん
な
事
を
し
た

い
」
と
何
度
も
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

度
に
「
自
分
に
は
合
わ
な
い
無
理
で
は
な
い
か
」
と

マ
イ
ナ
ス
な
方
向
に
考
え
、
や
め
て
お
こ
う
と
諦
め

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
十
四
歳
の
私
は
、
将

来
の
夢
が
明
確
に
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
学
三
年
生
に
な
っ
て
進
路
に
つ
い
て
考
え
た

時
、
仕
事
を
す
る
な
ら
自
分
が
好
き
な
事
を
し
て
楽

し
く
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、
将

来
好
き
な
英
語
を
活
か
せ
る
職
業
に
就
き
た
い
で

す
。
そ
の
職
業
に
就
く
為
に
は
、
大
学
な
ど
で
沢
山

の
英
語
を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
よ
い
環
境

で
英
語
を
学
ぶ
為
に
も
、
今
か
ら
し
っ
か
り
勉
強
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
は
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
事
は
好
き
で
す

が
、
人
前
に
立
っ
て
話
す
事
が
と
て
も
苦
手
で
す
。

緊
張
し
過
ぎ
て
声
が
出
な
く
な
る
事
や
、
恥
ず
か
し

く
て
顔
が
赤
く
な
っ
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。
外

国
の
人
々
と
関
わ
る
職
業
と
い
う
と
様
々
な
内
容
が

あ
り
、
大
勢
の
人
の
前
で
話
す
仕
事
が
多
く
存
在
し

　
　
　

十
年
後
の
私
へ

�

北
陽
中
２
年　

永
野　

由
華

　　

二
十
四
歳
に
な
っ
た
私
へ
。
あ
な
た
は
今
、
何
を

し
て
い
ま
す
か
？

　

越
谷
で
生
ま
れ
、
越
谷
で
育
っ
た
私
。
今
ま
で
の

十
四
年
間
を
振
り
返
る
と
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

甦
っ
て
き
ま
す
。

　

人
見
知
り
で
、
な
か
な
か
友
達
と
話
す
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
幼
稚
園
時
代
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑

戦
し
、
喜
び
と
苦
し
み
を
知
っ
た
小
学
校
時
代
。

　

そ
し
て
、
中
学
生
に
な
っ
た
今
は
、
勉
強
に
部
活
、

生
徒
会
本
部
の
仕
事
に
一
心
不
乱
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
私
は
、
う
ま
く
周
り
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
北
川
崎
に
は
、
二
百
二
十
七
年

の
歴
史
を
持
ち
、
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
北
川
崎
の
虫
追
い
」
と
い
う
行
事
が
あ
り
ま

す
。
私
は
、
毎
年
、
こ
の
行
事
で
松
明
を
担
い
で
い

ま
す
。
地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
人
と
接
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
に

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
十
年
後
の
私
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ず
っ
と
地

域
の
方
々
と
共
に
松
明
を
担
い
で
い
て
く
れ
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
今
私
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
小
学
校
一
年
生
か
ら
習
っ
て
い
る
英
語
で

す
。
将
来
は
、
英
語
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
果
た
し
て
ど
う
で
し
ょ
う
。

今
の
私
の
努
力
が
二
十
四
歳
の
私
の
力
に
な
り
、
中

学
生
の
時
に
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
て
い
る
と

い
い
で
す
。
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
精
一
杯
努
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
今
の
私
で
は
、
こ
の
様
に
す
ぐ
や
め
て
お
こ

う
と
諦
め
ず
に
、
今
後
は
苦
手
を
克
服
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

十
年
経
つ
と
、
世
の
中
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
新
し
い
職
業
が
生

ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
誰
が
、
ど
ん
な
職

業
に
就
き
、
ど
ん
な
事
を
し
て
い
る
か
、
そ
れ
は
想

像
が
つ
か
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
変
わ

ら
な
い
事
は
「
夢
は
努
力
し
て
つ
か
む
」
と
い
う
事

で
す
。
夢
を
叶
え
る
為
に
私
に
足
り
な
い
も
の
は
、

や
ろ
う
と
す
る
勇
気
と
そ
れ
を
続
け
る
気
持
ち
で

す
。
こ
れ
か
ら
様
々
な
事
に
挑
戦
し
て
、
強
い
志
を

持
ち
、
努
力
し
続
け
ら
れ
る
人
に
十
年
後
成
長
し
た

い
で
す
。

　
　
　

十
年
後
の
私

�

栄
進
中
１
年　

木
村　

く
る
み

　

十
年
後
の
あ
な
た
は
笑
顔
で
い
ま
す
か
。
周
り
の

人
を
笑
顔
に
し
て
い
ま
す
か
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
バ
レ
エ
ダ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
見
て
く
れ
た
人
を
笑
顔
に
す
る
こ

と
で
す
。
子
供
の
頃
か
ら
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
私
は
四
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
す
ぐ

に
母
に
お
願
い
し
バ
レ
エ
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
髪

を
結
っ
て
も
ら
い
ピ
ン
ク
の
レ
オ
タ
ー
ド
を
着
て

レ
ッ
ス
ン
に
出
か
け
る
時
の
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
小
学
三
年
生
の
時
に
栃
木
か
ら
両
親
の

地
元
越
谷
に
転
居
し
新
し
い
先
生
と
出
会
い
、
そ
れ

ま
で
た
だ
好
き
で
踊
っ
て
い
た
バ
レ
エ
を
将
来
の
職

業
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
様
に
楽
し
い
だ
け
の
レ
ッ
ス
ン
ば
か
り
で
無
く
、

心
が
折
れ
る
位
辛
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
で
す
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う
に
な
り
た
い
の
で
す
。
ま
た
、
十
年
後
と
短
い
期

間
で
は
あ
り
ま
す
が
『
平
和
に
人
々
が
暮
ら
せ
る
』

と
い
う
こ
と
を
社
会
全
体
で
達
成
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
の
で
す
。

　

『
平
和
に
人
々
が
暮
ら
せ
る
』
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
人
工
知
能
を
使
っ
て
、
今
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
よ
う
に
研
究
し
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
現
状

を
確
認
し
て
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
も
参
加
し
て
み
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
十
年
後
と
は
い
わ
ず
、
今
か
ら
で
も
、

身
近
な
『
環
境
』
に
つ
い
て
節
水
・
節
電
を
心
が
け

て
み
た
り
、
今
も
ま
だ
苦
し
ん
で
い
る
日
本
の
『
相

対
的
貧
困
』
の
人
々
や
、
世
の
中
に
あ
る
『
貧
困
』

の
人
々
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
ま

だ
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
々
の
為
に
募
金
を
し
て
み

よ
う
、
と
今
回
の
こ
と
を
調
べ
て
み
て
思
い
ま
し
た
。

　

今
は
ま
だ
年
齢
的
に
も
出
来
る
こ
と
は
大
人
に
比

べ
た
ら
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
薬
剤
師
に
な
っ
た
ら

い
ろ
い
ろ
な
面
で
社
会
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
薬
剤
師
と
し
て
は
薬
で
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
、

一
人
の
人
間
と
し
て
は
身
体
は
も
ち
ろ
ん
、
心
も
助

け
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
私
は
昔
、
薬
で
助

け
て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、
薬
剤
師
の
仕
事
に
就
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
次
は
、
私
が
助
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
人
々
を
安
心
さ
せ
ら
れ
る
存
在
に
な
り

ま
す
。

　

十
年
後
に
必
ず
実
現
で
き
ま
す
よ
う
に
…
。

が
私
の
舞
台
を
見
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
た
ち
の
笑

顔
は
そ
の
辛
さ
を
も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
何
事
に
も

代
え
難
い
物
で
す
。
ま
た
両
親
に
は
レ
ッ
ス
ン
の
送

迎
や
食
事
面
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
無
く
、
学
校
と
バ

レ
エ
の
両
立
の
た
め
に
、
そ
し
て
何
よ
り
私
の
夢
の

実
現
の
た
め
に
共
に
向
き
合
い
、
支
え
て
も
ら
い
今

の
私
が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
ダ
ン
サ
ー
に
な
る
に
は

バ
レ
エ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
無
く
内
面
か
ら
溢
れ

る
人
間
性
が
重
要
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に

も
今
の
学
校
生
活
の
中
で
様
々
な
経
験
を
し
、
内
面

を
み
が
き
成
長
す
る
こ
と
が
将
来
の
目
標
に
つ
な
が

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
私
が
目
標
と
す
る
ロ
シ
ア

の
バ
レ
エ
団
に
入
団
す
る
た
め
に
は
海
外
の
バ
レ
エ

学
校
へ
の
留
学
が
不
可
欠
と
な
り
言
葉
も
生
活
習
慣

も
違
う
中
、
家
族
や
友
人
と
離
れ
一
人
で
頑
張
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
の
こ
の
思
い
を
決
し
て
忘

れ
ず
家
族
に
恩
返
し
が
出
来
る
様
、
日
々
努
力
を
重

ね
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

十
年
後
の
私
へ
。
あ
な
た
は
今
ど
こ
で
踊
っ
て
い

ま
す
か
？
あ
な
た
の
周
り
に
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
す

か
？

　
　

多
く
の
願
い
と
私
の
希
望

�

栄
進
中
２
年　

大
越　

雅
子

　

十
年
後
。
誰
も
予
測
で
き
な
い
私
の
未
来
。
一
体

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
薬
剤
師
に
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
薬
を
作
っ
た
り
し
て
苦
し
ん
で
い
る
人
を
助

け
て
あ
げ
た
い
。
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

身
近
な
人
だ
っ
た
り
、
病
院
に
い
る
人
も
で
す
が
世

界
中
の
栄
養
失
調
の
子
供
達
だ
っ
た
り
と
ま
だ
ま
だ

助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
地
域
に
も
活
躍
で
き
る
よ
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会
話
で
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
十
年
後
の
自
分
と
、
日
々
の
努
力
を
大
切

に
し
、
周
り
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と

を
約
束
し
ま
す
。
そ
し
て
、
誰
に
で
も
優
し
く
、
明

る
く
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
十
年
後
の
自
分

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
努
力
は
必
ず
報
わ
れ

る
」
こ
の
言
葉
と
自
分
を
信
じ
て
、
前
に
進
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

　
　
　

大
人
に
な
っ
た
私
へ

�

光
陽
中
３
年　

関
口　

美
来

　　

十
年
後
、
越
谷
は
ど
ん
な
市
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た
越
谷
は
、
今
よ
り

も
大
き
く
輝
き
、
人
々
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

越
谷
は
今
、
中
核
市
へ
移
行
と
な
り
、
福
祉
に
も

力
を
入
れ
て
、
身
近
で
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
年
々
、
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。
日

本
全
体
は
、
人
口
が
減
少
す
る
自
治
体
が
多
い
中
で

と
て
も
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
約
十
年
前
、
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
が
で
き
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
も
多
く

建
っ
て
お
り
、
小
さ
い
子
ど
も
達
も
多
く
見
か
け
て

い
ま
す
。
そ
の
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
中
心
に
は
「
市
民

が
水
辺
と
出
会
え
る
空
間
」
と
し
て
大
相
模
調
節
池

が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
を
し
た
り
、
散
歩
を
し
た
り
、

時
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
楽
し
む
人
が
い
て
、

素
敵
な
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
少
子
高
齢
化
」
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
も
現
実
で
す
。
こ
の
先
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
中
で
、
私
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
と
考
え
た
時
に
、

高
齢
者
の
方
に
優
し
く
接
し
て
あ
げ
る
こ
と
は
も
ち

　
　

今
、
伝
え
た
い
こ
の
思
い

　
　
　
　
　

―
十
年
後
の
自
分
へ
―

�

光
陽
中
３
年　

塚
田　

羽
奈

　　

十
年
後
の
私
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
夢
だ
っ
た

看
護
師
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
違
う
職
業

を
し
て
い
ま
す
か
。

　

平
成
十
五
年
、
私
は
越
谷
市
立
病
院
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
私
の
妹
も
越
谷
市
立
病
院
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
私
が
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
、
母
が
妹
を
出
産
す
る
た
め
に
入
院
を
し
て

い
て
、
私
が
祖
母
と
お
見
舞
い
に
行
っ
た
と
き
で
す
。

看
護
師
さ
ん
が
と
て
も
優
し
く
接
し
て
下
さ
り
、
素

敵
な
仕
事
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

十
年
後
の
私
は
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
大
切
で
す
か
。
聞
き
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
私
が
分
か
っ
て
い
る
こ

と
は
、
日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
勉
強
も
部
活
も
一
つ
一
つ
の
練
習
を
大

切
に
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
十
年
後
の

未
来
に
向
け
て
日
頃
の
練
習
の
積
み
重
ね
を
大
切
に

し
て
、
少
し
ず
つ
看
護
師
の
夢
に
近
づ
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

十
年
後
の
私
に
一
番
伝
え
た
い
こ
と
は
、
今
ま
で

に
お
世
話
に
な
っ
た
家
族
、
先
生
、
地
域
の
方
々
、

そ
し
て
、
越
谷
に
感
謝
を
す
る
こ
と
で
す
。
教
科
書

や
学
校
の
設
備
、
中
学
生
ま
で
無
償
で
病
院
で
の
診

察
を
受
診
で
き
る
制
度
な
ど
、
越
谷
市
の
税
金
の
お

か
げ
で
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
家
族
・
先
生
・
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

自
分
達
が
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
図

る
こ
と
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
看
護
師

は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
職
業
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

ろ
ん
、
車
イ
ス
の
使
い
方
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
あ
る

場
所
な
ど
を
し
っ
か
り
知
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
介
護
に
つ
い
て

勉
強
し
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
私
は
将
来
、
子
ど
も
達
と
接
す
る
仕
事
に
つ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
未
来
に
つ
な
ぐ
子
ど

も
た
ち
に
、
楽
し
く
笑
顔
で
い
ら
れ
る
越
谷
だ
と
い

う
こ
と
を
教
え
、
伝
え
て
い
く
役
目
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
高
齢
者
も
皆
、
笑
顔
で
暮

ら
し
て
い
け
る
越
谷
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

十
年
後
も
こ
の
越
谷
で
暮
ら
し
、
多
く
の
魅
力
が

あ
る
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
ま
た
、「
越
谷
」
に
訪
れ
る
人
に
も

興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
街
作
り
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
　
　
「
夢
」
を
見
つ
け
る

�

平
方
中
３
年　

磯
野　

匠

　　

十
年
後
の
自
分
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
て
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
か
。

「
夢
」
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

僕
に
は
ま
だ
将
来
の
夢
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
〜
に

な
り
た
い
。」、「
〜
し
た
い
。」
と
い
う
こ
と
が
な
か

な
か
見
つ
か
ら
ず
、
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
昔
は

た
く
さ
ん
夢
が
あ
り
ま
し
た
。
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
な

り
た
い
、
大
工
に
な
り
た
い
、
自
動
車
の
整
備
士
に

な
り
た
い
…
。
で
も
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
未

来
の
自
分
の
姿
が
全
く
想
像
で
き
な
い
の
で
す
。
と

り
あ
え
ず
、
高
校
、
大
学
に
は
進
学
す
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
十
年
後
の
自
分
は
、「
二
十
五
歳
」
で
す
。

社
会
人
と
し
て
生
活
し
て
い
る
年
齢
で
す
。
今
の
僕

か
ら
す
る
と
不
安
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
先
日
、
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き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
十
年
後
じ
ゃ
大
学
受
験
も
終

わ
っ
て
ま
す
ね
、
大
学
に
行
っ
た
の
な
ら
。
成
人
式

も
終
え
て
、
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
昔

か
ら
の
友
達
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。
自
分
の
こ

と
に
つ
い
て
聞
き
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ

ど
、
私
が
聞
き
た
い
の
は
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
の
日
本
は
、
平
和
で
す
か
。
苦
し
ん
で
る
人
は

い
ま
せ
ん
が
。
十
年
後
の
私
は
覚
え
て
い
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
熊
本
で
大
震
災
が
お
き
、
西
日
本
で

平
成
最
悪
と
言
わ
れ
た
災
害
が
起
き
ま
し
た
。
千
葉

で
も
地
震
が
発
生
し
、
埼
玉
も
ゆ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ス
を
見
る
だ
け
で
苦
し
く
な
り
、
も
し
か
し
た
ら
越

谷
に
も
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
わ
そ
わ
し
て
い

ま
す
。
も
し
も
越
谷
に
も
大
き
な
災
害
が
起
き
た
ら
、

田
ん
ぼ
が
広
が
る
越
谷
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、

と
。
で
も
、
私
は
そ
ん
な
暗
く
な
っ
た
越
谷
市
は
嫌

で
す
。
十
年
後
も
二
十
年
後
も
、
越
谷
市
は
き
っ
と

明
る
い
は
ず
。
私
は
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。

　

中
学
三
年
生
の
私
か
ら
、
十
年
後
の
私
へ
。
こ
の

先
の
未
来
の
こ
と
は
な
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も

自
分
が
や
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
、
途
中
で
諦
め
ず

に
必
ず
や
り
と
げ
て
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
、

近
所
の
人
や
友
達
と
た
く
さ
ん
関
わ
っ
て
、
越
谷
市

を
自
慢
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

十
年
後
も
二
十
年
後
も
、
自
然
豊
か
な
越
谷
市
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　

な
り
た
い
自
分
へ

�

武
蔵
野
中
１
年　

村
中　

悠
那

　　

未
来
の
自
分
は
、
優
し
く
礼
儀
正
し
い
人
に
な
り

た
い
。
少
し
前
の
私
は
、
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と

な
ん
て
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
こ

ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
き
ち
ん
と
で
き
る
人
が

か
っ
こ
い
い
の
だ
と
気
付
い
た
。

　

そ
の
か
っ
こ
よ
さ
に
気
付
い
た
の
は
、
部
活
動
の

と
き
だ
っ
た
。
優
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
先
輩

の
姿
が
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
先
生

の
前
を
通
る
と
き
に
は
、
か
が
ん
で

「
失
礼
し
ま
す
。」

と
言
っ
て
通
る
な
ど
の
礼
儀
も
部
活
動
で
学
ん
だ
。

こ
の
優
し
さ
や
礼
儀
を
普
段
の
生
活
に
も
活
か
そ
う

と
思
う
。
こ
れ
を
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
い
け
ば

習
慣
に
な
っ
て
い
き
、
未
来
の
な
り
た
い
自
分
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。
優
し
さ
や
礼
儀
は
も
ち
ろ

ん
、
思
い
や
り
や
謙
虚
さ
も
合
わ
せ
持
っ
た
人
に

な
っ
て
い
き
た
い
。

　

私
は
、
将
来
の
夢
が
ま
だ
明
確
に
決
ま
っ
て
な
い
。

で
も
、
海
外
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う
夢
が
あ
る
。

海
外
で
働
く
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
で
は
な
い
人

と
、
日
本
語
で
は
な
い
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
時
に
、

も
ち
ろ
ん
言
語
を
習
得
す
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
先

輩
か
ら
学
ん
だ
優
し
さ
や
礼
儀
、
他
に
も
思
い
や
り

や
謙
虚
さ
も
持
っ
て
い
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
く
な
る
。
今
、
学
ん
で
い
る
こ
と
が

将
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
今
の
う

ち
か
ら
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
き
ち
ん
と
で
き
る
よ

う
な
人
に
な
る
。

　

こ
の
部
活
動
で
学
ん
だ
優
し
さ
や
礼
儀
を
忘
れ
ず

に
、
思
い
や
り
と
謙
虚
さ
も
合
わ
せ
持
っ
た
人
に
な

れ
る
よ
う
に
、
今
か
ら
目
標
を
た
て
て
頑
張
り
た
い
。

学
校
で
「
進
路
講
演
会
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
異

な
る
仕
事
に
つ
い
て
い
る
二
名
の
方
か
ら
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
方
た
ち
は
僕
の
よ
う
に
夢
が
見
つ

か
ら
な
い
人
た
ち
へ
向
け
て
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。「
今
見
つ
か
ら
な
く
て
も
高
校
、
大
学
に

行
く
に
つ
れ
て
見
つ
け
て
い
け
ば
い
い
。」
と
。
確

か
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
僕
は
「
今
」
夢
が

ほ
し
い
の
で
す
。
夢
は
自
分
の
目
標
で
あ
り
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思
う
原
動
力
に
も

な
り
ま
す
。
そ
れ
が
ほ
し
い
の
で
す
。

　

だ
か
ら
十
年
後
の
自
分
は
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
る

の
か
不
安
に
思
い
ま
す
。
で
も
楽
し
み
で
も
あ
り
ま

す
。
特
定
の
夢
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
選
択
肢
が

無
限
に
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
今
あ
る
選
択

肢
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
必
要
な
事
は
何
か
。
そ
れ

は
「
学
ぶ
こ
と
」
で
し
ょ
う
。
様
々
な
事
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
学
べ
て
い
れ
ば
あ
る
程
度
の
職
に
は
就
け
る

と
考
え
ま
す
。
十
年
後
の
自
分
に
も
学
び
続
け
て
い

て
ほ
し
い
。
苦
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
「
夢
を
見
つ
け
る
」
と
い
う
夢
を
諦
め
な
い
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
十
年
後
に
夢
が
叶
え
ら
れ
て
い

た
ら
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

未
来
の
私
へ
の
約
束

�

平
方
中
３
年　

木
村　

美
咲

　　

今
、
あ
な
た
は
な
に
を
し
て
い
ま
す
か
。
社
会
に

で
て
、
人
の
役
に
立
っ
て
ま
す
か
。
幸
せ
で
す
か
。

中
学
三
年
生
の
今
、
部
活
も
引
退
し
て
日
々
「
受
験

生
だ
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。
高
校
受
験
の
こ
と
は
覚

え
て
い
ま
す
か
。
こ
の
手
紙
を
か
い
て
い
る
私
か
ら

し
た
ら
、
高
校
受
験
は
未
来
の
こ
と
で
す
が
、
あ
な

た
に
と
っ
て
高
校
受
験
は
過
去
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

志
望
校
を
見
つ
け
ら
れ
て
、
入
試
に
臨
ん
で
合
格
で
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も
や
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
で
き
て
立
派
に
な
れ
ば

一
人
前
だ
。

　

今
の
私
が
で
き
る
事
は
や
り
、
大
人
に
な
っ
て
必

要
な
こ
と
が
身
に
付
く
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
だ
か

ら
十
年
後
の
私
も
厳
し
い
こ
と
か
ら
逃
げ
ず
、
乗
り

越
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
乗
り
越
え
た
ら
乗
り
越
え

る
前
よ
り
必
ず
成
長
し
て
る
か
ら
。
頑
張
れ
！

　
　
　

二
十
五
歳
の
私
へ

�

大
袋
中
３
年　

小
松　

桜
綺

　　

二
十
五
歳
の
私
、
お
元
気
で
す
か
。
夢
は
叶
い
ま

し
た
か
。
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
十
五
歳
の
私
か
ら
は
、
二
十
五
歳
と
い
う

年
齢
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　

二
十
五
歳
は
、
仕
事
に
も
慣
れ
て
く
る
頃
だ
と
思

い
ま
す
。
教
師
と
い
う
夢
も
叶
え
、
憧
れ
の
先
生
に

少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。
小
学
六
年
生

の
時
、
何
も
出
来
な
か
っ
た
私
を
変
え
て
く
れ
た
の

が
担
任
の
先
生
で
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
は
、
未
来
の
私
も
一
番
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
私
の

目
標
と
す
る
人
で
す
。
今
の
私
も
、
自
分
の
得
意
分

野
を
生
か
し
、
生
徒
に
力
を
与
え
ら
れ
る
教
師
に
な

り
た
い
の
で
す
。
未
来
の
私
は
、
そ
ん
な
教
師
に
な

れ
ま
し
た
か
。

　

十
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
憧
れ
の
先
生
は
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
十
五
歳
の
私
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
私

は
失
敗
を
恐
れ
ず
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
十
年
後
、
教
師
に
な
っ

た
ら
、
今
よ
り
も
大
き
く
成
長
し
た
私
を
、
先
生
に

見
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。
二
十
五
歳
の
私
、
必

　
　
　

十
年
後
の
私
へ

�

武
蔵
野
中
１
年　

髙
橋　

花
歩

　　

十
年
後
の
私
は
、
二
十
三
歳
。
ま
だ
若
い
で
す
ね
。

今
の
私
は
ど
う
で
す
か
。

　

二
〇
十
八
年
の
私
は
中
学
一
年
生
で
す
。
ま
だ
ま

だ
子
供
で
分
か
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、
入
学
当
時
に
比
べ
友
達
が
増
え
頼
れ
る
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は

部
活
と
勉
強
で
す
。
部
活
は
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
で
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
ド
リ
ブ
ル
で
す
。

理
由
は
、
利
き
手
の
右
手
で
は
自
由
に
ボ
ー
ル
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
で
す
が
、
利
き
手
で
は
な
い

左
手
は
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
い
事
が
多
く
、
失

敗
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
練
習
し
て
失
敗
を
な
く
せ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
は
、
も
う
本
当

に
苦
手
で
得
意
だ
っ
た
の
は
体
育
と
音
楽
だ
け
。
大

人
に
な
っ
て
か
ら
役
に
立
つ
も
の
は
全
て
苦
手
で
、

今
は
全
然
分
か
ら
な
い
け
ど
し
っ
か
り
理
解
し
て
次

に
生
か
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
中
学
校
の
勉
強

は
結
構
大
切
な
時
期
に
も
関
係
し
て
く
る
か
ら
、
そ

れ
に
備
え
て
役
に
立
つ
勉
強
が
身
に
つ
く
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
三
年
生
頃
に
は

十
五
位
以
内
に
入
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

十
年
後
の
私
は
、
ど
ん
な
人
で
す
か
。
今
の
私
は

負
け
ず
嫌
い
で
「
や
る
」
と
決
め
た
ら
や
り
き
る
人

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
十
年
後
の
私
も
変

わ
っ
て
い
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。
ど
ん
な
に
苦
し
い

状
況
で
あ
っ
て
も
前
を
向
い
て
進
ん
で
行
っ
て
ほ
し

い
。
何
に
も
で
き
な
い
と
思
っ
た
ら
誰
か
に
手
伝
っ

て
も
ら
っ
た
り
す
れ
ば
い
い
。
そ
の
か
わ
り
手
伝
っ

て
く
れ
た
人
が
困
っ
て
い
た
ら
、
助
け
て
あ
げ
れ
ば

い
い
。
ど
ん
な
場
で
も
、
借
り
は
返
す
。
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
大
人
に

な
っ
て
も
「
あ
た
り
前
」
な
こ
と
は
言
わ
れ
な
く
と

ず
先
生
に
会
っ
て
、
た
く
さ
ん
話
を
し
て
き
て
く
だ

さ
い
。
十
五
歳
の
私
と
の
約
束
で
す
。

　

「
あ
な
た
は
今
、
幸
せ
で
す
か
。」
二
十
五
歳
の
私

は
ど
の
よ
う
に
答
え
ま
す
か
。
今
は
自
信
を
も
っ
て

幸
せ
だ
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

未
来
を
つ
く
る
の
は
今
の
私
で
す
。
で
す
か
ら
、
自

分
が
信
じ
る
道
を
、
精
一
杯
進
も
う
と
思
い
ま
す
。

ど
の
道
を
選
択
す
る
こ
と
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
無

い
は
ず
で
す
。
た
と
え
間
違
え
て
い
た
と
し
て
も
、

自
分
で
決
め
た
こ
と
な
ら
後
悔
し
な
い
と
思
い
ま

す
。
今
の
私
に
は
、
今
を
全
力
で
頑
張
る
こ
と
し
か

出
来
ま
せ
ん
。
二
十
五
歳
の
私
が
、
胸
を
張
っ
て
幸

せ
だ
と
答
え
ら
れ
る
た
め
に
今
を
懸
命
に
生
き
て
い

き
ま
す
。

　
　

十
年
後
の
自
分
に
伝
え
た
い
こ
と

�

大
袋
中
３
年　

三
井　

陽
太

　　

高
校
生
の
自
分
、
大
学
生
の
自
分
、
働
い
て
い
る

自
分
、
二
十
五
歳
の
自
分
。
遠
い
未
来
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
自
分
の
姿
は
想
像
が
つ
か
な
い
。

　

順
調
に
い
け
ば
、
二
十
五
歳
な
ら
も
う
働
き
始
め

て
、
少
し
仕
事
に
慣
れ
て
き
て
い
る
頃
で
は
な
い
か

と
思
う
。
今
の
自
分
は
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
を
心
の
中

に
溜
め
や
す
い
と
感
じ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
も
し
か

し
た
ら
、
二
十
五
で
は
も
う
疲
れ
き
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
と
き
の
僕
の
心
の
拠
り
所
は
友

達
に
な
る
。
自
分
の
中
で
の
そ
れ
は
、
今
も
先
も
変

わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

僕
に
は
唯
一
無
二
の
親
友
が
い
る
。
そ
の
親
友
が

自
分
の
家
の
近
く
に
引
っ
越
し
て
く
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
僕
は
小
中
学
校
を
ま
る
で
違
う
形
で
過
ご
し

て
い
た
と
思
う
。
幸
運
な
こ
と
に
、
僕
に
は
そ
の
親

友
以
外
に
も
た
く
さ
ん
友
達
が
で
き
た
。
親
友
の
家
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懸
命
育
て
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
は

絶
対
に
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
二
十
二
年
間
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
は
育
て
て
く
れ
た
し
、
や
り
た
い
事

を
さ
せ
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
必
ず
恩
が
え
し
を
し
て

あ
げ
て
下
さ
い
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

新
栄
中
１
年　

田
村　

聖
来

　　

私
が
今
ま
で
過
ご
し
て
来
た
、
生
き
て
き
た
場
所

は
ど
ん
な
に
時
間
が
経
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
私
が

10
年
後
、
20
年
後
ど
こ
に
行
こ
う
と
変
わ
ら
な
い
。

　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
「
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
っ
て

み
た
い
な
ぁ
。
」
と
心
の
中
で
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
周
り
の
人
に
「
聖
来
の
将
来
の
夢
は
何
？
」

と
聞
か
れ
る
と
「
ピ
ア
ノ
の
先
生
。
」
と
言
っ
た
事

は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
自
分

が
本
当
に
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
り
た
い
の
か
ど
う
か

分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
小
学
六
年
生
の
時
。

私
は
特
別
勉
強
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
む
し

ろ
頭
は
悪
い
ほ
う
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
私
が
で

き
る
事
と
言
え
ば
ピ
ア
ノ
ぐ
ら
い
で
し
た
。
親
か
ら

も
「
将
来
音
大
に
通
っ
て
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
り
な

よ
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
現
在
中
学
一
年

生
の
私
は
自
分
で
も
「
自
分
に
は
ピ
ア
ノ
し
か
と

り
え
が
な
い
し
。
や
っ
ぱ
り
将
来
は
ピ
ア
ノ
の
先
生

か
。」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
私
の
住
ん
で

い
る
越
谷
市
は
そ
ん
な
に
い
な
か
で
は
な
い
け
ど
、

越
谷
市
の
中
の
い
な
か
な
場
所
に
住
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
一
人
で
音
楽
大
学
に
通
う
の
は
自
分
で
も

無
理
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
に
な
っ
て
し
ま

え
ば
大
学
生
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
ん
な
思
い
は

消
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
も
し
自
分

が
ピ
ア
ノ
の
先
生
と
し
て
人
生
を
進
ん
で
い
る
と
し

た
ら
と
思
う
と
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
自
分
が
心
か
ら
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
も

し
か
し
た
ら
東
京
に
上
京
す
る
の
が
い
や
だ
な
あ
と

思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
そ
う
だ
と

思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
越
谷
市
は
と
て
も
い
い
場
所

だ
か
ら
で
す
。
特
別
何
か
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け

ど
、
私
に
と
っ
て
は
一
番
大
好
き
な
居
場
所
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
も
、
そ
の
気
持
ち
は
決
っ
し
て
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
気
持
ち
を
心
に
し
ま
っ
て

自
分
の
好
き
な
よ
う
に
、
自
分
が
一
番
楽
し
い
と
思

え
る
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
今
現
在

中
学
一
年
生
の
私
の
夢
で
す
。

は
す
ぐ
近
く
だ
し
、
こ
れ
か
ら
も
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
が
続
い
て
い
く
と
思
う
。
し
か
し
、
せ
っ
か

く
小
中
学
校
で
仲
良
く
な
っ
た
友
達
は
、
何
人
か
と

は
関
わ
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
友
達
と
の
関
わ
り
を
と
て
も
大
切
に
し
て

い
る
自
分
に
と
っ
て
、
大
き
な
打
撃
だ
。

　

そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
十
年
後
の
自
分
に
伝
え
た
い

こ
と
は
、
古
く
か
ら
の
友
達
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
こ
と
だ
。
今
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
友
達
、
こ

れ
か
ら
出
会
う
で
あ
ろ
う
新
し
い
友
達
、
そ
の
一
人

一
人
と
ず
っ
と
仲
良
く
し
て
い
て
ほ
し
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
き
っ
と
自
分
の
人
生
は
豊
か
に
な
っ
て
い
く

と
思
う
。

　

十
年
後
も
含
め
、
将
来
の
自
分
が
、
友
達
と
の
関

係
を
大
切
に
し
、
心
の
拠
り
所
に
し
な
が
ら
、
辛
い

物
事
を
乗
り
越
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

新
栄
中
１
年　

幸
田　

姫
希

　　

二
十
二
才
の
自
分
は
元
気
で
す
か
。
今
、
専
門
学

校
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。
も
し
行
っ
て
る
な
ら
、
き

ち
ん
と
将
来
の
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

下
さ
い
ね
。

　

そ
れ
と
、
妹
と
弟
と
は
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
す
か
。

今
は
、
毎
日
毎
日
ケ
ン
カ
し
て
て
全
然
仲
良
く
や
っ

て
な
い
で
す
よ
。
４
人
姉
弟
の
一
番
上
な
ん
だ
か
ら

大
人
に
な
っ
て
も
し
っ
か
り
し
て
、
お
母
さ
ん
と
お

父
さ
ん
を
安
心
さ
せ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
お
父
さ
ん

は
ま
だ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。
今
で
は
、
仕
事
が

い
そ
が
し
く
最
近
な
か
な
か
会
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大

人
に
な
っ
て
も
お
父
さ
ん
と
過
ご
す
日
々
を
大
切
に

し
て
下
さ
い
。
お
母
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
母
さ
ん
は
私
達
４
人
を
一
生
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ら
れ
る
こ
と
に
。
私
に
、
夢
を
与
え
て
く
れ
た
先
生

の
様
な
、
養
護
教
諭
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
様
、

今
を
一
生
懸
命
、
頑
張
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
十
年
後
の
私
が
、
周
り
も
明
る
く
で
き

る
ほ
ど
、
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
様
に
。

　

十
年
後
の
私
へ

　
　
　
　
　

中
学
二
年
生
の
私
よ
り
。

　
　
　

十
年
後
の
自
分
へ

�

大
相
模
中
３
年　

荒
井　

幹
太

　

十
年
後
の
自
分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

今
、
思
い
描
い
て
い
る
夢
が
叶
っ
て
い
る
の
か
、
そ

れ
と
も
普
通
に
就
職
を
し
て
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い
る

の
か
。
は
た
ま
た
生
き
て
い
る
の
か
死
ん
で
い
る
の

か
も
今
の
自
分
に
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
作
文
を
書

く
と
き
は
っ
き
り
い
っ
て
何
を
か
け
ば
い
い
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
。
で
も
十
年
後
の
自
分
に
き
き
た
い

こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。
そ
の
中
で
一
番
き
き
た
い
こ

と
は
、
夢
が
叶
い
今
も
野
球
を
続
け
て
い
る
か
ど
う

か
だ
。

　

つ
い
先
日
、
あ
る
方
が
夢
を
持
っ
て
い
る
人
は
強

い
と
熱
く
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
違
う
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。
夢
を
持
っ
て
い
る
人
が
強
い

の
で
は
な
く
自
分
を
持
っ
て
い
る
人
が
強
い
の
だ
と

私
は
思
う
。
誰
が
ど
ん
な
夢
を
見
よ
う
と
そ
の
人
の

勝
手
だ
。
し
か
し
必
ず
し
も
叶
う
も
の
で
は
な
い
。

だ
か
ら
壁
に
あ
た
っ
た
と
き
、
夢
よ
り
も
心
の
中
に

し
っ
か
り
と
し
た
自
分
が
い
る
方
が
よ
り
よ
い
選
択

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
十
五
歳
と
い
う

年
齢
で
将
来
を
見
す
え
る
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
難

し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
つ
ま
り
将
来
の
「
夢
」
ば
か

り
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
の
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
れ
か
ら
自
分
は
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
が
な
け

　

十
年
後
の
私
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
様
に
。

�

大
相
模
中
２
年　

清
水　

ひ
か
り

　

丁
度
十
年
前
、
私
は
北
海
道
か
ら
越
谷
に
引
っ
越

し
て
来
ま
し
た
。
十
年
後
、
二
十
四
歳
の
私
は
、
ど

こ
に
居
ま
す
か
。
何
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

今
の
夢
を
叶
え
て
、
養
護
教
諭
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。
一
人
で
も
多
く
の
子
供
を
笑
顔
に
で
き
る
先
生

だ
と
い
い
な
。
そ
れ
か
ら
、
毎
日
笑
顔
を
忘
れ
な
い

私
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

十
年
後
の
私
は
、
何
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。

今
の
私
は
、
自
分
ら
し
く
、
笑
顔
で
い
る
事
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
私
は
、
素

の
自
分
で
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ

し
て
、
今
の
私
が
、
自
分
ら
し
く
、
た
く
さ
ん
笑
っ

て
い
ら
れ
る
の
は
、
大
好
き
な
友
達
や
、
先
生
が
い

て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
い
つ
で
も
、
人
を

思
い
や
る
こ
と
と
、
大
好
き
な
人
た
ち
へ
の
感
謝
を

忘
れ
な
い
。
と
い
う
こ
と
も
、
私
の
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　

い
つ
で
も
自
分
ら
し
く
、
笑
顔
で
い
る
こ
と
と
、

感
謝
を
忘
れ
な
い
こ
と
は
、
十
年
た
っ
て
も
、
変
わ

ら
ず
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
未
来
に
つ

な
が
る
今
が
大
事
な
の
だ
と
、
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
十
年
後
、
一
人
で
も
多
く
の
子
供
を
笑
顔

に
で
き
る
養
護
教
諭
に
な
る
た
め
に
、
今
、
保
健
委

員
と
し
て
、
い
つ
で
も
周
り
を
見
て
行
動
し
、
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
の
健
康
面
で
も
、
心
の
面
で
も
支
え
ら
れ

る
様
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
十
年
後
の
私
も
、
素
の
ま
ま
の
自
分
で

み
ん
な
と
笑
っ
て
過
ご
せ
る
様
に
、
こ
れ
か
ら
も
自

分
ら
し
く
、
大
好
き
な
友
達
と
、
楽
し
く
笑
っ
て
過

ご
す
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
十
年
後
、
毎
日
笑
顔
の
私
で
い

れ
ば
高
校
に
進
学
し
大
学
に
も
行
く
だ
ろ
う
。
そ
の

中
で
新
た
な
友
人
や
先
生
な
ど
と
も
出
会
い
価
値
観

も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。
そ
し
て
自
分
の
進
む
べ

き
道
も
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
そ
ん

な
時
で
も
私
は
心
の
中
に
自
分
を
し
っ
か
り
と
持
ち

続
け
た
い
。
そ
の
た
め
に
今
や
る
べ
き
こ
と
を
が
む

し
ゃ
ら
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
今
の
私
に
で
き

る
唯
一
の
こ
と
だ
。

　

十
年
後
、
こ
の
作
文
を
読
ん
だ
自
分
が
ど
ん
な
形

で
な
に
に
な
っ
て
い
よ
う
と
「
や
れ
る
だ
け
や
っ
た

ん
だ
後
悔
は
な
い
」
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
人
で

あ
り
た
い
。

　
　
　

あ
き
ら
め
ず
に
今
を

�

千
間
台
中
１
年　

須
田　

亜
実
香

　　

あ
な
た
が
読
む
10
年
前
の
今
、
私
は
こ
の
手
紙
を

書
い
て
い
ま
す
。
10
年
後
の
自
分
は
、
二
十
二
歳
か

二
十
三
歳
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
10
年
後
の
今
、

ど
こ
で
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
か
、
ど
ん
な
気
持
ち
で

こ
の
手
紙
を
手
に
し
て
い
る
か
、
誰
と
読
ん
で
い
る

か
、
も
し
く
は
１
人
で
読
ん
で
い
る
か
、
今
の
私
で

は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
未
来
へ
の
こ
れ
か
ら
の
道

は
広
く
、
何
事
に
も
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
今
こ
の
時
間
の
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
つ
だ
け
約
束
し
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
何
が
あ
っ
て
も
、
自
分
の
今

の
夢
に
あ
き
ら
め
ず
に
進
む
こ
と
で
す
。

　

私
は
今
、
将
来
の
夢
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、

未
来
の
自
分
が
何
を
し
て
い
る
か
、
全
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
未
来
の
自
分
が
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い

の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
少
し
未
来
が
見
え
る
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
結
果
が
残
る
も
の
、

達
成
感
が
出
る
も
の
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
で
き
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す
。
で
も
、
一
番
の
理
由
は
「
良
い
図
書
館
を
創
っ

て
、
利
用
客
さ
ん
の
笑
顔
を
つ
く
り
た
い
」
か
ら
で

す
。
今
は
図
書
委
員
と
し
て
、
返
却
作
業
や
本
の
整

理
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

貴
方
は
今
、
ど
ん
な
事
を
し
て
い
ま
す
か
。
社
会

人
一
年
目
か
、
ま
だ
仕
事
を
探
し
て
い
る
か
、
そ
れ

と
も
も
っ
と
勉
強
す
る
た
め
に
海
外
留
学
し
て
い
る

か
。
司
書
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
、
貴
方
が
就
い
た

仕
事
が
目
指
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、
し
て

い
て
と
て
も
楽
し
い
は
ず
で
す
。
父
は
前
、
こ
う
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
好
き
な
事
は
好
き
な
だ
け
、
心
ゆ
く
ま
で
や
り

な
さ
い
。」

こ
の
言
葉
は
、
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
私
は

今
、
読
書
と
絵
を
描
く
事
が
好
き
で
す
。
二
つ
と
も
、

家
や
習
い
事
で
し
て
い
た
小
学
校
の
頃
よ
り
、
読
書

時
間
が
増
え
、
部
活
で
沢
山
絵
を
描
け
る
今
の
方
が

格
段
と
楽
し
く
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
好
き
な
事
を
心

ゆ
く
ま
で
や
っ
て
、
沢
山
楽
し
ん
で
欲
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
ど
ん
な
時
で
も
、
笑
顔
は
欠
か
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
辛
い
時
や
悲
し
い
時
に
少

し
で
も
笑
っ
て
み
る
と
、
明
る
く
、
前
向
き
に
な
れ

る
は
ず
で
す
。

　

「
好
き
な
事
を
心
ゆ
く
ま
で
」「
笑
顔
で
い
る
こ
と
」

こ
の
二
つ
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
私
な
ら
、
貴
方

な
ら
、
き
っ
と
大
丈
夫
で
す
。

　

十
二
歳
、
十
年
前
の
貴
方
よ
り

る
も
の
の
３
択
で
す
。
こ
れ
ら
に
目
覚
め
た
理
由
は

部
活
で
す
。
色
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
今
、

私
は
部
活
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
最
近
あ
っ
た
初

め
て
の
大
会
で
う
ま
く
い
か
ず
、
泣
き
そ
う
で
し
た
。

で
も
、
親
友
の
「
絶
対
あ
き
ら
め
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
。」

と
い
う
強
気
の
言
葉
が
、
私
を
前
向
き
に
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
逆
転
で
初
め
て
取
っ
た
一

勝
は
、
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
大
き
な
自
信
に
な
り

ま
し
た
。
部
活
ほ
ど
、
真
剣
に
取
り
組
み
が
ん
ば
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
標
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
っ
た
あ
と
に
残
る
結
果
は
、
き
っ
と
ど
ん
な

も
の
で
あ
ろ
う
と
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
強
く
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
こ
と
も
、

10
年
後
の
自
分
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
あ

き
ら
め
ず
に
勝
ち
取
っ
た
「
何
か
」
は
、
私
に
大
き

な
目
標
と
自
信
を
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

れ
か
ら
も
、
約
束
を
胸
に
、
自
分
の
道
を
歩
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
　
　

忘
れ
て
は
い
け
な
い
二
つ
の
事

�

千
間
台
中
１
年　

倉
淵　

咲
名

　　

二
十
二
歳
、
十
年
後
の
私
へ

　

こ
ん
に
ち
は
。
十
二
歳
の
貴
方
で
す
。
元
気
に
過

ご
し
て
い
ま
す
か
。

　

私
は
今
、
少
し
慣
れ
て
き
た
中
学
校
で
一
生
懸
命

勉
強
し
た
り
、
部
活
で
絵
を
描
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

学
校
以
外
の
時
間
で
も
習
い
事
や
宿
題
が
あ
っ
て
大

変
で
す
が
、
楽
し
い
事
が
沢
山
あ
っ
て
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
将
来
図
書
館
の
司
書
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
本
が
好
き
で
、
本
に
囲

ま
れ
て
出
来
る
仕
事
だ
か
ら
と
い
う
理
由
も
あ
り
ま
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